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第8回 日中酵素技術シンポジウムシンポジウム

Enzyme workshop at CPHI & PMEC India 2025シンポジウム

The 2nd North America-Japan Enzyme 
Technology Symposium

シンポジウム

演者・所属

2025年11月1日、第8回日中酵素技術シンポジウ
ムを、当社と江南大学および嘉興未来食品研究院と
の共催で、中国浙江省嘉興市にて開催しました。本シ
ンポジウムは、酵素分野の日本と中国の研究者が直
接交流し、知見や技術を共有することで、アジア地域
における酵素応用の更なる発展に寄与することを目
的としており、2011年の第1回以来、隔年で継続的
に開催しています。
今回は、中国社会における高齢化の進行や国民の
健康志向の高まりといった背景を踏まえ、「健康食品
と酵素」をテーマとして企画しました。日本および中
国から計8名の研究者・専門家が登壇し、健康食品分
野における酵素の安全性評価、製品開発への応用事
例、最新の研究成果や分析技術、さらに市場動向な
ど、多角的な視点から講演が行われました。日本から
は広島大学の加藤範久教授、京都大学の岸野重信准
教授がご登壇され、専門分野の最新研究成果をご発
表いただきました。
当日は企業・大学・研究機関から総勢113名にお
集まりいただき、活発な質疑応答や意見交換が行わ
れました。共同研究や産学連携の可能性についても

議論が深まり、国境を越えたネットワーク形成の重要
性をあらためて確認しました。当社は、今後も本シン
ポジウムのような国際的な交流の機会を大切にし、
中国と日本の研究協力や産業界との連携を通じて、
酵素技術のさらなる発展と社会への貢献を目指して
まいります。

2025年9月22日、米国ミネソタ州ミネアポリスに
て、「The 2nd North America-Japan Enzyme 
Technology Symposium」をミネソタ大学と当社
の共催で開催しました。本シンポジウムは、2023年
に続く第2回の開催です。ミネソタ大学と東京大学は
相互訪問を通じて研究連携を深めています。今回の
当社共催シンポジウムは、東京大学のミネソタ大学
訪問という交流行事に合わせて行うことで、幅広い
研究交流の実現を目指しました。
会場には約70名が来場し、オンライン配信には約
45名が参加しました。招待講演では、日本と米国から
招いた計8名の研究者が、酵素の高機能化やプラス
チック分解酵素の開発など、循環型社会の実現に向
けた酵素の持つ可能性について成果を発表し、活発
な議論が行われました。
また、ポスターセッションおよびフラッシュトークで
は、大学院生・若手研究者13名が発表を行いました。
閉会式では、当社から優秀ポスター賞を2名に授与し、
若手研究者の今後の活躍に期待を寄せました。

今回のシンポジウム開催にあたり、ご協力いただ
いた関係者の皆様に心より感謝申し上げます。今後
も酵素研究の発展に貢献し、国内外で定期的にシン
ポジウムを開催してまいります。

Enzyme Technology: 
New Opportunities for AMANO-HUS Collaboration

シンポジウム

2025年10月24日、ベトナム・ハノイ市にて
「Enzyme Technology: New Opportunities 
for AMANO-HUS Collaboration」を、ベトナム
国家大学ハノイ自然科学大学（VNU-HUS）と当社
の共催で開催しました。本ワークショップは、2024
年に開催した「第2回アジア太平洋酵素技術シンポ
ジウム」に続いて、ベトナムにおける酵素技術研究
の促進を目的として実施したものです。
当日は、約60名の教員・学生が参加しました。日
本およびベトナムから計5名の研究者が講演を行い、
天然化合物の生合成酵素やベトナムにおける微生

物資源について研究成果を発表しました。会場では
活発な質疑応答が行われ、両国の研究者が交流を
深める貴重な機会となりました。
今後もこのような学術交流を継続し、両国の酵素
研究および産学連携の発展に貢献してまいります。

2025年11月25日、インド・デリーにて「酵素を用
いた医薬品合成」をテーマとしたワークショップを主
催しました。本ワークショップは、医薬原薬分野にお
ける世界最大規模の展示会CPHI & PMEC India 
2025への当社出展に合わせ、医薬品合成分野にお
ける酵素利用のさらなる普及を目的として実施した
ものです。
当日は、日本より富山県立大学名誉教授の浅野泰
久先生（現AEnzam社）、インドよりCSIR-インド化学
技術研究所のThenkrishnan Kumaraguru先生を
お招きし、酵素技術の特長や実用例について、専門的
かつ示唆に富むご講演をいただきました。会場には多

くの関係者が来場し、講演後の質疑応答や意見交換
も活発に行われました。
インドは中国と並ぶ世界最大級の医薬原薬供給地
域です。当社は、本地域における酵素法の展開を通じ
て、持続可能な医薬品製造の実現と、環境負荷低減を
はじめとするGreen Chemistryの推進に貢献してま
いります。
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